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特集 男女がともに輝ける社会へ
What is Gender-Equal Society?

も
し
、
あ
な
た
な
ら

男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
？

男
女
で
異
な
る
認
識

※
こ
れ
は
実
話
に
基
づ
く
お
話
で
す
。

　

野
々
市
市
に
住
む 

つ
ば
き
さ
ん
（
仮
名
）
は
、

夫
と
３
人
の
子
ど
も
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
夫
婦
共

働
き
で
、
仕
事
・
家
事
・
子
育
て
と
、
時
間
に
追
わ

れ
大
忙
し
の
日
々
。
毎
日
料
理
や
洗
濯
、
掃
除
、
子

ど
も
の
習
い
事
へ
の
送
り
迎
え
な
ど
…
。
主
婦
と
し

て
の
働
き
を
こ
な
し
な
が
ら
、
仕
事
に
も
全
力
投
球

で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
突
然
仕
事
の
都
合
で
１
年
間
、

東
京
へ
出
向
し
て
働
く
チ
ャ
ン
ス
が
舞
い
込
み
ま
し

た
。「
ず
っ
と
や
っ
て
き
た
仕
事
で
、
よ
り
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
で
き
る
め
っ
た
に
な
い
機
会
。
で
も
家
族

の
世
話
も
あ
る
し
、
無
理
か
な
…
。」

　

半
ば
あ
き
ら
め
た
気
持
ち
で
、
帰
っ
て
夫
に
相
談

す
る
と
、「
い
い
よ
、行
っ
て
お
い
で
。
家
の
こ
と
は
、

僕
が
な
ん
と
か
す
る
か
ら
。」
と
の
言
葉
が
。

　

協
力
的
な
夫
の
言
葉
に
励
ま
さ
れ
、
つ
ば
き
さ
ん

は
東
京
へ
行
く
こ
と
を
決
意
。
１
年
間
の
単
身
赴
任

生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
東
京
で
つ
ば
き
さ
ん

が
一
生
懸
命
仕
事
を
頑
張
る
傍
ら
、
野
々
市
市
で
は

夫
が
仕
事
を
続
け
な
が
ら
、
料
理
や
洗
濯
、
掃
除
を

こ
な
し
、
子
育
て
に
も
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
に
関
す

る
各
種
調
査
の
結
果
を
見
て
み

る
と
、
男
女
間
で
微
妙
に
異
な

る
結
果
を
示
し
て
い
る
点
が
見

つ
か
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
「
男
は
仕
事
、
女

は
家
庭
」
に
つ
い
て
の
考
え
方

で
は
、
総
数
を
見
る
と
『
賛
成

し
な
い
』
が
『
賛
成
す
る
』
を

上
回
り
、
そ
の
差
も
５
年
前
に

比
べ
て
大
き
く
開
い
て
い
ま
す
。

一
見
、
み
ん
な
「
そ
の
考
え
方

　

お
話
を
読
ん
で
、
あ
な
た
は
ど
う
感
じ
ま
し

た
か
？
「
え
ー
、
妻
が
夫
と
子
ど
も
を
置
い
て

い
く
の
!?
」
と
驚
い
た
人
、
い
な
い
で
し
ょ
う

か
？

　

で
は
、
こ
の
お
話
に
出
て
く
る
夫
妻
の
う

ち
、
単
身
赴
任
が
決
ま
っ
た
の
が
つ
ば
き
さ
ん

で
は
な
く
、
夫
の
ほ
う
だ
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
。「
よ
く
聞
く
話
だ
」
と
、
特
に
違
和
感
な

く
受
け
止
め
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

平
成
11
年
に
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が

施
行
さ
れ
て
か
ら
、
も
う
す
ぐ
18
年
。「
男
女

共
同
参
画
」
と
い
う
言
葉
は
頭
に
あ
っ
て
も
、

私
た
ち
は
果
た
し
て
ど
こ
ま
で
実
現
で
き
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
国
に
長
く
根
付
い
て
き

た「
男
は
仕
事
、女
は
家
庭
」と
い
う
考
え
方
は
、

ま
だ
私
た
ち
の
意
識
に
変
わ
ら
ず
残
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

男女共同参画社会とは

「男女が、社会の対等な構成員として、自
らの意思によって社会のあらゆる分野に
おける活動に参画する機会が確保され、
もって男女が均等に政治的、経済的、社
会的及び文化的利益を享受することがで
き、かつ、共に責任を担うべき社会」

（男女共同参画社会基本法第２条）

「男は仕事、女は家庭」についての考え方（経年比較）

男女の地位の平等感

は
古
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
き

た
の
だ
と
考
察
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
男
女
別
で
結
果
を
見
て

み
る
と
、
女
性
の
反
対
派
が
賛
成
派

の
約
２
倍
で
あ
る
の
に
対
し
、
男
性

で
は
賛
成
派
と
反
対
派
が
ほ
ぼ
同
程

度
の
割
合
で
、
わ
ず
か
に
賛
成
派
の

ほ
う
が
上
回
っ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、

多
く
の
女
性
が
反
対
す
る
よ
う
に

な
っ
た
一
方
、
男
性
は
ま
だ
ま
だ
賛

成
派
が
多
く
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

資料：石川県「男女共同参画に関する県民意識調査
（平成 27年度）」（男女共同参画課）

家庭では…

職場では…

男
性
回
答

男
性
回
答

女
性
回
答

女
性
回
答

平等

男性優遇

女性優遇

その他

39.3％

11.6％13.3％
8.3％7.2％

25.7％

40.8％53.8％

23.3％16.6％

50.2％55.4％

19.7％24.2％ 6.8％3.8％



男
女
共
同
参
画
イ
コ
ー
ル

女
性
の
待
遇
改
善
？

野
々
市
市
の
取
り
組
み

自
分
ら
し
く
生
き
る

一
人
ひ
と
り
、
豊
か
な
人
生
の
た
め
に

　

男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
で
し
ょ
う
か
？
も
っ
と
女
性
の
雇
用
環
境
を
改
善
す

れ
ば
い
い
の
か
、
男
性
が
家
事
を
や
る
よ
う
に
な
れ
ば
い

い
の
か
、
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

の
被
害
に
遭
う
女
性
を
守
れ
ば
い
い
の
か
…
。
そ
れ
で
は
、

「
女
性
も
仕
事
を
や
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
男
性
は

昔
の
考
え
方
を
捨
て
て
女
性
を
優
遇
し
な
さ
い
」
と
言
っ

て
い
る
よ
う
に
も
聞
こ
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

で
は
、
男
性
へ
の
待
遇
を
改
善
す
る
必
要
は
な
い
の
か

と
言
う
と
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、

早
く
帰
っ
て
家
で
の
時
間
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
長
時
間
労
働
を
減
ら
す
こ
と
や
、
男
性
の
育
児
休

暇
取
得
率
を
上
げ
る
こ
と
も
男
女
共
同
参
画
社
会
へ
の
一

歩
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
も
し
公
園
で
平
日
、
毎
日
の
よ
う
に
男
性
が
子

ど
も
を
遊
ば
せ
て
い
た
と
し
て
も
、
周
囲
が
そ
れ
を
「
珍

し
い
」
と
好
奇
の
目
で
見
て
し
ま
っ
て
は
、
結
局
男
性
の

育
児
は
参
加
し
に
く
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
女
性
に
と
っ

て
も
、
ま
だ
ま
だ
意
識
改
革
が
必
要
で
す
。

野々市市
男女共同参画推進員

林　正一  氏

　

男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
一
つ
の
側
面
と
し
て
、
経
済

成
長
の
担
い
手
と
し
て
の
女
性
へ
の
注
目
が
あ
り
ま
す
。

　

「
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た

新
し
い
商
品
の
開
発
や
市
場
の
開
拓
が
期
待
で
き
る
。
今

後
見
込
ま
れ
る
生
産
年
齢
人
口
減
少
の
影
響
を
女
性
の
就

業
拡
大
で
緩
和
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。」
そ
ん
な
思
惑
が

見
え
隠
れ
す
る
の
も
事
実
で
す
。

　

し
か
し
、
男
女
共
同
参
画
が
目
指
す
の
は
あ
く
ま
で
、

男
女
が
自
ら
の
意
思
で
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
自
立

的
か
つ
対
等
に
活
動
で
き
る
、
ま
た
そ
の
責
任
を
担
う
社

会
の
実
現
で
す
。
性
別
に
関
係
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
選
択

肢
の
中
か
ら
、望
む
生
き
方
を
選
び
、行
動
で
き
る
世
の
中
。

ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
、
豊
か
に
生
き
る
た
め
に
、

他
人
の
生
き
方
に
「
こ
う
あ
る
べ
き
だ
」
と
言
う
の
は
や

め
に
し
ま
せ
ん
か
。
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私たち市男女共同参画推進員は、平成
16 年から活動しています。私は、退

職した時に妻がまだ働いていて、主夫になっ
た経験があります。家庭の中では理解があり、
自分自身も家事を抵抗なく楽しめたけど、周
囲から不思議な目で見られたこともありまし
た。もっと社会全体で、男女共同参画の意識
を持つことが必要だと感じています。
　ＤＶについても、女性への暴力だけを指す
のではなく、束縛したり、携帯電話を勝手に
見たりするのも精神的ＤＶなんですよ。和や
かにみんな楽しく、ケンカをしても男女が対
等に言い合える世の中にしたいですね。
　これからも地域との連携を図りながら、「み
んなが幸せを実感できるまち」を目指して、
男女共同参画意識の啓発普及活動を進めてい
きたいと思っています。

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

ど
う
感
じ
ま
す
か
？

　私の職場は幸いなことに、家庭の
事情で男性が早く帰っても周囲の理
解が得られます。法律を変な風にと
らえ、「女性も働け」などと価値観を
押し付けるのではなくて、働き方を
自由に選べて、生活しやすくなるた
めに制度が広まってほしいです。

　私は今育児休暇中ですが、もうす
ぐ仕事に復帰予定です。仕事・家事・
子育ての両立に不安もあり、「お互い
助け合おうね」と話しています。人
と比べるのではなく、２人の間で生
活に合ったスタイルを決めて、自分
たちらしく過ごしていきたいです。

中谷 さん夫妻
（野々市市在住）

市男女共同参画推進員による朗読劇

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
を
高
め
る
た

め
、
Ｄ
Ｖ
防
止
を
啓
発
す
る
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
ツ
リ
ー
の

設
置
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
『
パ
パ
の
た
め
の
料
理
教
室
』
の
ほ
か
、
４

市
２
町
（
石
川
中
央
広
域
圏
）
で
主
催
す
る
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
に
つ
い
て

考
え
る
た
め
の
映
画
会
な
ど
を
開
催
し
ま
し
た
。
上
映
後

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
と
て
も
身
近
に
感
じ
た
。

悩
み
は
自
分
だ
け
で
は
な
い
な
、
と
思
い
ま
し
た
」「
自
分

だ
け
が
頑
張
っ
て
い
る
と
思
っ
て

は
、
何
も
う
ま
く
い
か
な
い
。
み

ん
な
と
協
力
す
る
こ
と
、
家
族
を

信
頼
し
協
力
す
る
こ
と
が
大
事
」

な
ど
の
率
直
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
か
ら
選
出
さ
れ
た

男
女
共
同
参
画
推
進
員
の
皆
さ
ん

は
、
勉
強
会
や
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
平
成
20
年
か
ら
は
朗
読
劇

の
上
演
を
開
始
。
平
成
26
年
に
は
「
の
っ
テ
ィ
椿
ｉ
ｃ
ｈ

ｉ
座
」
を
結
成
し
、「
女
性
の
地
域
参
加
」
や
「
男
性
の
育

児
休
業
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
市
内
外
で
活
動
。
男
女
共

同
参
画
に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ
る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

６月 23日～ 29 日は「男女共同参画週間」です

「男で○
まる
、女で○

まる
、共同作業で ◎

にじゅうまる
。」　　（平成29年度キャッチフレーズ）

　男性と女性が、職場、学校、地域、家庭で、それぞれの個性と
能力を発揮できる「男女共同参画社会」を実現するためには、国
や県、市だけでなく、皆さん一人ひとりの取り組みが必要です。
　私たちのまわりの男女のパートナーシップについて、この機会
に考えてみませんか？

 市民協働課　☎ 227ー 6029
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％は予算額の構成比 現計予算額 支出済額

民 生 費

土 木 費

総 務 費

教 育 費

公 債 費

衛 生 費

消 防 費

そ の 他

75億1082万1千円38.6%

65億8813万1千円

35億7214万3千円18.4%

24億1487万4千円

16億2085万2千円8.3%

12億4844万5千円

26億6328万5千円13.7%

16億6452万     円

17億3682万3千円8.9%

17億2773万4千円

11億8027万7千円6.1%

10億9985万2千円

5億7624万2千円3.0%

5億6180万8千円

5億9608万6千円3.0%

5億  875万     円

一般会計　支　出

◆その他の内訳◆（　）内は、支出済額

商工費 2億6329万4千円 （2億4428万  　円）

議会費 1億7700万7千円 （1億7515万9千円）

農林水産業費 1億2036万8千円 （6540万4千円）

労働費 2541万4千円 （2390万7千円）

予備費 1000万  　円 （0円）

災害復旧費 2千円 （0円）

諸支出金 1千円 （0円）

企　業　会　計
会計名 現計予算額 調定済額 支出発生額

水道
事業会計

収益的収入 8億9300万       円 8億 9972万 6千円

収益的支出 7億 8000万       円 7億 5135万 8千円

資本的収入 3億 2416万 5千円 2億 6246万 7千円

資本的支出 6億 1232万 5千円 5億 1021万 8千円

公共下水道
事業会計

収益的収入 11億 8300万       円 11億 8666万 5千円

収益的支出 13億 5900万       円 13億 1346万 7千円

資本的収入 8億 8141万 3千円 8億 3491万 2千円

資本的支出 12億 1952万 4千円 11億 5357万 8千円

(注) 資本的収入額が、資本的支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金などで補塡しました。
　　 現計予算額は３月補正後、調定済額及び支出発生額は平成29年３月末現在です。
　　 水道事業会計及び公共下水道事業会計現計予算額には、それぞれ前年度からの繰越額が含ま

れています。

％は予算額の構成比

市 　 税

国庫支出金

市 　 債

地方交付税

県 支 出 金

地方消費税交付金

繰 入 金

そ の 他

38.4%

19.8%

11.2%

8.3%

6.1%

4.9%

3.7%

7.6%

74億6037万6千円

76億1544万1千円

38億4740万4千円

33億8510万5千円

21億7587万3千円

5億  550万     円

16億1784万5千円

16億1434万5千円

11億9180万9千円

8億8710万3千円

9億6101万6千円

9億6101万6千円

7億2059万5千円

0円

14億8161万1千円

13億5848万8千円

現計予算額 収入済額

一般会計　収　入

◆その他の内訳◆（　）内は、収入済額
分担金及び負担金 4 億 6379 万 6 千円 （4 億 5800 万 4 千円）
諸収入 3 億 6479 万 8 千円 （2 億   231 万 4 千円）
繰越金 2 億 7426 万       円 （2 億 7426 万 1 千円）
地方譲与税 1 億 1800 万       円 （1 億 3890 万 3 千円）
財産収入 9549 万 2 千円 （1 億   410 万 6 千円）
使用料及び手数料 8243 万 2 千円 （8739 万 8 千円）
利子割等交付金 5100 万       円 （4563 万 7 千円）
自動車取得税交付金 1900 万       円 （3276 万 5 千円）
交通安全対策特別交付金 800 万       円 （  997 万 6 千円）
寄附金 483 万 3 千円 （  512 万 4 千円）

特　別　会　計

会計名 現計予算額 収入済額 支出済額

国民健康保険特別会計 51億   7546万       円 45億 2100万 8千円 47億 6569万 3千円

後期高齢者医療特別会計 4億   1852万 8千円 3億 9536万 2千円 3億 9734万 9千円

介護保険特別会計 26億     535 万 4千円 22億     56 万 7千円 22億 7720万 8千円

■市債現在高
目的別区分 現在高

総　務　債 98 億 5772 万 3 千円

教　育　債 38 億 1677 万 2 千円

土　木　債 30 億 4647 万 2 千円

消　防　債 12 億 7924 万 8 千円

民　生　債 6 億 8867 万 5 千円

公営住宅債 4 億 6520 万 　　円

商　工　費 1 億 3500 万 円

農林水産債 1 億 3177 万 5 千円

衛　生　債 　 628 万 8 千円

合　  　計 194 億 2715 万 3 千円

区分 現計予算額
市民一人当たりの額

平成 28 年度
3 月末現在

平成 27 年度
決算額

市　民　税 32 億 7935 万 7 千円 63,538 円 59,862 円

固定資産税 32 億 3406 万 8 千円 62,661 円 58,855 円

市たばこ税 5 億   129 万 4 千円 9,713 円 9,858 円

都市計画税 3 億 3521 万 4 千円 6,495 円 6,236 円

軽自動車税 1 億 1044 万 3 千円 2,140 円 1,829 円

合　  　計 74 億 6037 万 6 千円 144,547 円 136,640 円

■市民一人当たりの市税負担
 （現計予算）

市民一人当たり　14万4547円

（13万6640円）

 　（　　）内は平成27年度決算額

平成29年3月末人口　5万1612人

（平成28年3月末人口　5万1364人）

平成28年度各会計予算の収入支出の状況
（平成29年３月末現在）
一般会計　現計予算額　194億5652万9千円（市民一人当たり　37万6977円）
現計予算額は、3月補正後の予算額です。
予算額には、前年度からの繰越額8億8698万5千円が含まれています。

■平成29年3月現在（3月補正後）の
 現計予算額

　平成29年3月現在（3月補正後）の一
般会計予算額は、野々市小学校の増築や
館野小学校の大規模改造などにより、当
初予算から7億1954万4千円増の194億
5652万9千円となっています。

■主な財政用語

一般会計
　福祉・教育・土木などの市の基本的な
事業を実施するための会計です。

特別会計
　特定の事業を実施するための独立した
会計です。

企業会計
　サービスを受けた人からの料金収入で事
業を実施することを原則とした会計です。

地方交付税
　国から市へ交付される収入の一つで、
国の税（所得税、法人税、酒税、消費税、
地方法人税）の一部が、一定の基準に基
づき交付されます。

市　　債
　長期間にわたり利用される公共施設や
道路、公園などの整備に充てるための市
の借入金のことです。

地方消費税交付金
　一般に消費税と呼ばれている税（税率
８％）は、国の収入となる消費税（6.3％）
と地方の収入となる地方消費税（1.7％）
とを合計したものです。地方消費税交付
金とは、この地方消費税の半分が人口（国
勢調査）や従業者数（経済センサス）に
応じて市町村に交付されるものです。

公 債 費
　市債の元金返済と、市債や一時的に借
り入れた資金の利子のことです。

市の財政事情
一般会計　収入済額　163億2699万8千円（収入割合　83.9％）一般会計　支出済額　158億1411万4千円（支出割合　81.3％）

軽自動車税
2,140円
（1.5%）

市民税
63,538円
（44.0%）

固定資産税
62,661円
（43.3%）

市たばこ税
9,713円
（6.7%）

都市計画税
6,495円
（4.5%）

144,547
円
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
社
会
福
祉
協
議
会
基
金
へ

▽
市
立
図
書
館
ミ
ニ
古
本
市
収
益
金

 

１
万
３
２
３
３
円

▽
椿
荘
布
袋
募
金　

様
か
ら

 

３
９
０
６
円

▽
直
喜　

節
子
様
か
ら 

５
千
円

ご 

寄 

附

▽
西
脇　

孝
二
氏

　

多
年
に
わ
た
り
社
会
教
育
委
員
を
務
め
、

社
会
教
育
事
業
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た
。

▽
辻　

ま
さ
子
氏

▽
濱
田　

利
幸
氏

　

多
年
に
わ
た
り
富
奥
公
民
館
運
営
審
議

委
員
を
務
め
、
公
民
館
事
業
の
推
進
に
貢

献
さ
れ
た
。

▽
谷
本　

紀
子
氏

▽
岡
田　

充
晴
氏

　

多
年
に
わ
た
り
郷
公
民
館
運
営
審
議
委

員
を
務
め
、
公
民
館
事
業
の
推
進
に
貢
献

さ
れ
た
。

▽
加
藤　

靖
二
氏

　

多
年
に
わ
た
り
押
野
公
民
館
運
営
審
議

委
員
を
務
め
、
公
民
館
事
業
の
推
進
に
貢

献
さ
れ
た
。

市
感
謝
状

食
育
と
は健 康 通 信

　

世
界
で
唯
一
、
日
本
に

は
食
育
に
つ
い
て
の
法

律
「
食
育
基
本
法
」
が
制

定
さ
れ
、
食
育
推
進
基
本

計
画
が
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
食
育
基
本
法
に
お
い

て
食
育
と
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
食
の
経
験
を
通
し
て
、

知
育
・
徳
育
・
体
育
の
基

礎
作
り
と
な
る
も
の
と
位

置
づ
け
さ
れ
、
健
全
な
心

と
体
や
、
豊
か
な
人
間
性

を
育
み
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
全
な
食
生

活
を
実
践
す
る
た
め
の
「
食
の
知
識
」
や

「
食
を
選
択
す
る
力
」
を
身
に
つ
け
る
こ

と
で
あ
る
と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。
食
育

は
子
ど
も
が
対
象
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
が
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
す
べ
て
の
人
が
対
象
で
す
。

　

食
育
推
進
基
本
計
画
で
は
毎
年
６
月
を

「
食
育
月
間
」、毎
月
19
日
を
「
食
育
の
日
」

と
定
め
、
国
民
運
動
と
し
て
展
開
し
て
い

ま
す
。

食
育
の
推
進

　

市
で
も
平
成
27
年
４
月
に
「
野
々
市
市

食
育
推
進
計
画
（
第
２
次
）」
を
策
定
し
、

成
長
期
、
若
年
期
、
妊
娠
期
、
中
高
年
期
、

食
文
化
の
５
つ
の
分
野
で
目
標
を
定
め
、

毎
年
、
食
育
事
業
推
進
委
員
会
で
進
捗
状

況
を
確
認
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

　

取
り
組
み
の
一
例
と
し
て
、
保
健
セ
ン

タ
ー
で
は
乳
幼
児
健
診
や
妊
婦
教
室(

プ

レ
パ
パ
マ
マ
ク
ラ
ス)

、
特
定
健
診
・
特

定
保
健
指
導
を
通
し
て
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
や

問い合わせ
◆健康推進課
☎248－3511

６
月
は
食
育
月
間
で
す
！

生
活
リ
ズ
ム
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま

す
。

　

成
長
期
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
身
に
つ
け

た
い
「
食
べ
る
力
」
の
基
礎
作
り
の
時
期

で
す
。
こ
の
時
期
は
体
の
発
達
が
盛
ん
で

運
動
量
も
多
く
な
り
ま
す
。
将
来
の
規
則

正
し
い
食
習
慣
、
丈
夫
な
体
や
味
覚
も
こ

の
時
期
に
基
礎
作
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
乳

幼
児
健
診
で
は
、
生
活
リ
ズ
ム
、
年
齢
に

応
じ
た
食
事
の
必
要
量
や
お
や
つ
に
つ
い

て
の
講
話
を
し
て
い
ま
す
。

　

妊
娠
期
は
胎
児
が
生
ま
れ
て
か
ら
も
健

康
に
成
長
し
て
い
く
た
め
の
し
っ
か
り
と

し
た
土
台
作
り
を
す
る
た
め
に
重
要
な
時

期
で
す
。
ま
た
、
妊
娠
期
か
ら
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
食
事
や
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る

こ
と
は
、
子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
プ
レ
パ
パ
マ

マ
ク
ラ
ス
で
は
妊
娠
中
の
健
康
管
理
や
食

事
に
つ
い
て
の
講
話
を
し
て
い
ま
す
。

　

中
高
年
期
は
基
礎
代
謝
が
低
下
し
、
内

臓
脂
肪
が
蓄
積
さ
れ
や
す
い
時
期
で
す
。

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
通
し
て
、

食
生
活
の
見
直
し
や
食
事
療
法
の
必
要
性

を
伝
え
る
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病
の
発

症
・
重
症
化
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

食
生
活
改
善
普
及
運
動

　

市
に
は
食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

食
生
活
改
善
の
普
及
活
動
を
し
て
い
る

「
食
生
活
改
善
推
進
員
（
食

し
ょ
っ

改か
い

）
さ
ん
」

が
い
ま
す
。

　

「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
子
ど
も
・
大
人
・
高

齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
３
つ
の
学
習
会
に

分
か
れ
、
食
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
会
で
の
食
育
活
動
が
市

の
食
育
に
欠
か
せ
な
い
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

食
育
と
は

　

４
月
29
日
に
、春
の
叙
勲
お
よ
び
褒
章
、危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
か
ら
は
、
４
人
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

叙
勲
受
章
者

叙
勲
受
章
者

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

春
の
叙
勲危

険
業
務
従
事
者
叙
勲

岡田　稔  氏（押野５）

県土木部長などを務め、地方
自治の育成発展に寄与された。

淵田　憲昭  氏（中林１）

県警察警部などを歴任し、県
内の治安維持に貢献された。

黒部　利次  氏（三納３）

精密工学分野の研究に尽力し、
金大名誉教授として励まれた。

中村　脩  氏（扇が丘）

行政評価事務所次長などを歴任
し、行政運営に尽力された。

瑞
宝
小
綬
章

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
中
綬
章

瑞
宝
双
光
章

交通死亡事故ゼロ
継続 600日達成

　５月 10日㈬午前０時をもって、
市内での交通死亡事故ゼロ継続
600 日を達成しました。11 日㈭
には県警察本部長と（一財）県交
通安全協会会長連名の感謝状が市
へ贈られ、受贈式にはテレビ局や
新聞社など多くの報道陣が集まり
ました。粟市長は「交通安全に関
するさまざまな取り組みが実を結
んだ。何より協力してくださった
市民の皆さんに感謝し、これから
も活動を続けたい」と話しました。
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Dreamsぼくの夢、わたしの夢

かがやく瞳

レ
ス
キ
ュ
ー
隊
に
な
り
た
い

上
野 

優
真
く
ん   

菅
原
小
学
校
３
年
生

学
校
の
先
生
に
な
り
た
い

大
崎 

美
柚
那
さ
ん   

館
野
小
学
校
２
年
生

　つばきの郷児童館では毎月、小学生会議を行って
います。会議の進行や司会、書記を子どもたちが相
談して決めていきます。今までは児童館側がいろい
ろな行事を企画し、子どもたちはそれに参加していま
した。しかし、大人の意見ではなく子どもたちで話し
合い、上級生も下級生もみんなが楽しめる行事を考
える場所を作りたいと思い、小学生会議を始めまし
た。
　４月の小学生会議では、たくさんの意見が出て相
談してもなかなか決まらず、特別にアンケートをとる
ことにしました。アンケートも子どもたちで手作りし、
ドキドキしながら結果を集計すると“ころがしドッジ
ボール”に決定しました。行事のポスターも子ども

たちが一生懸命手作りして、「たくさん来てくれると
いいね」と話しながら、館内の至る所に貼りました。「行
事の案内はバッチリだね！」と満足そうな子どもたち。
ポスター作戦の効果もあり、当日は１年生から６年生
までたくさんの小学生が集まりました。ホールに響く
子どもたちの楽しそうな声。終了後は「楽しかった！」

「またやりたい！」という声が聞かれ、会議に参加し
た子どもたちも「会議して良かった」と嬉しそうな笑
顔を見せていました。児童館は、小学生はもちろん
乳幼児や中高生も楽しめる場所です。これからも、地
域の子どもたちの居場所、みんなが集まる遊びの拠
点となることを目指し、笑い声があふれる児童館づく
りをしたいと思います。

併設の市民学習センターでの料理・音楽演奏・創作活動 etc.
すぐそばに、参考になる図書がたくさんあります。

★ワクワク！新図書館情報 Vol.9 ★

季節の中で、うめぼしがおいしく出来上
がり、いろんな場面で活やくする様子を、
歌うように美しい言葉でつづりました。
同じ内容の紙芝居もおすすめ。

● 児童向け

うめぼしさん
かんざわ　としこ／文
ましま　せつこ／絵
こぐま社

話は最後まで聞く、間違っていても指摘
しない、など若い経営者が掴んだ年配の
お客様と気持ちよく話ができる心配り。
成功例、失敗例を豊富に掲載。他業種で
も役立ちそう。

● 一般向け

銭湯の番台が
心がけている
常連さんが増える
会話のコツ
田村　祐一／著
プレジデント社

楽しい絵本や紙芝居の
読み聞かせです。

誰でも自由に参加できます。

野々市市立図書館 〒921-8815　野々市市本町2丁目14番6号 
  ☎248-8099
  開館時間 ：火～金曜日　午前 10時～午後 7時
  　　　　　土・日曜日　午前 10時～午後 5時
  休館日　毎週月・祝日

● 今月のおはなし会
と　き：６月 10 日㈯、24 日㈯
 午前 11 時から
場　所：図書館１階　
 児童図書コーナー
● 0,1,2 歳児のためのおはなし会
と　き：６月 15 日㈭
　　　　午前 11 時から

● 今月の展示図書
『図書館って本当にいいものですね』
をテーマに、図書や絵本を集め、展
示します。展示期間中は貸出できま
せんので、予約をお願いします。

Book Review
おすすめの本

公立保育園非常勤職員募集
勤 務 地：市内公立保育園
資　　格：保育士資格
勤務時間：8:30～17:15（休憩１時間）
※シフト有、7:15～19:00の間
　実働7時間45分
給　　与：月給157,300円
※最初の１カ月間は時間給1,004円
待　　遇：賞与、通勤手当、
　　　　　健康保険、雇用保険
勤 務 日： 週休２日制
　　　　　隔週月２回土曜日勤務

 子育て支援課　☎227－6076

　　　　　健康保険、雇用保険

「みんな集まれ！
小学生会議」

つばきの郷児童館

広
告
欄

U R L   http://.www.tensyoukaku.co.jp

豊富な経験をもとに社葬から小規模葬、家族葬

まであらゆるご葬儀に対応します。

野々市市矢作２丁目111番地  電話(076)294-4141

フューネラルホール

野々市

ＪＡ指定ホール

フューネラル倶楽部
会員募集中

『ありがとう』
　 想いをかたちにして伝えたい。

野々市検定
新しい発見があるかも！？野々市のことをどれくらい知っていますか？

正解は

ページ

第
１
問

第
３
問

男女共同参画社会の実現に向けた取り組みとして、ふさわ
しくないものはどれ？
A　ＤＶ防止　　B　「男は仕事、女は家庭」と決めつける
C　女性管理職の登用推進　　D　男性の育児休暇取得

第
２
問

５月 10 日㈬午前０時をもって、市内での交通死亡事故ゼ
ロ継続○○日を達成！○に入る数字は？
A　300　　B　400　　C　500　　D　600

市老人クラブ連合会により発案された「STAND UP301
宣言」とは、30 分に１回何をする取り組み？
A　立ち上がる　　　B　深呼吸する
C　笑う　　　　　　D　歌う

75 14

広報写真アルバム
2次元バーコード

Topicsトピックス 粟田町内大運動会で防災競技が開催されました！
　５月７日㈰に開催された第 39回粟
田町内大運動会で、災害時に使用す
る段ボールベッドを用いた防災競技
が行われました。「イベントの一部と
して楽しみながら防災を学んでほし
い」という主催者の思いから、今回
初めて防災競技を取り入れました。
　競技には男女各 35人が参加し、７
チームに分かれてベッドを組み立て
るスピードを競いました。参加者は
お互いに協力し合い、息の合った連
携で素早くベッドを組み立てていま
した。
　段ボールベッドは誰でも簡単に組
み立てることができ、コストが低く
耐久性にも優れていることから、災
害時の避難所などに設置するベッド
として注目されています。

試行錯誤の末、段ボールベッドが完成

組み立て途中の
段ボールベッドの様子
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まちの話題

皆さんの周りの楽しい話題やイベントなどの
情報を教えてください。
秘書広報課（☎227−6056）

心豊かに生きがいのある暮らしを
平成 29 年度 寿大学校・大学院開校式
　４月 25 日㈫、60 歳以上の市民を対象に、生涯学習
活動の推進と仲間とのふれあいの場づくりを目的にし
た寿大学校・大学院の開校式が行われました。今年の
受講者はあわせて 249 人。田多野校長は「一人一人が
顔ぶれの違う３つの仲間を持つことが健康寿命を延ば
す秘訣。今日ここで１つの仲間ができたので、あと２
つで皆さんも健康に生きられます」と話し会場を和ま
せました。市長は「好奇心を持ち続け、学ぶことを楽
しみと捉えて頑張ってください」と入校を祝いました。新入生代表として抱負を述べる坂池良夫さん

座りっぱなし生活、やめます！
「STAND UP301 宣言」宣言式
　市老人クラブ連合会発案のもと５月 15 日㈪、30
分に１回立ちあがり、健康増進・介護予防を目指す

「STAND UP301 宣言」宣言式を開催しました。家庭
や職場で座りっぱなしの生活をやめて体を動かすこと
で、血液の流れがよくなり、脳梗塞などの予防に効果
が期待されます。宣言を受けて粟市長は「市民の中か
ら自発的に、誰でも気軽に心がけられるユニークな取
り組みが生まれてうれしい。市としてもこれまで以上
に連携して活動を広めていきたい」と話しました。 スタンプを活用し、活動の記録を残します。

元気なあいさつで気分も爽やか
愛と和のひと声運動
　今年も“ののいちっ子を育てる”市民会議と市保護
司会が主催する明るいまちづくりの取り組みが始まり
ました。５月 16 日㈫の出発式では、市民会議の藤田
会長から子どもたちの見守りについて感謝の言葉が述
べられ、粟市長は「市内の和やかな雰囲気は、この運
動のおかげです」とあいさつしました。その後、参加
者は市内の交差点や校門前などで、登校中の児童・生
徒らに呼びかけを実施。38 年目を迎えるこの運動は、
11 月 10 日㈮までの間、５期にわたって行われます。先生、おはようございます！（菅原小学校にて）

親子で楽しむ吹奏楽ミニコンサート
０歳からの親子音楽会
　5 月 14 日㈰、文化会館フォルテで親子音楽会が開か
れました。市を拠点に活動する社会人吹奏楽団「石川
フィルハーモニックウィンズ」が、アニメや童謡唱歌
など子どもたちがよく知る曲を演奏。楽器紹介をはじ
め手遊びやリズム遊びを行うコーナーなど、親子で一
緒に音楽とふれあえるプログラムが盛りだくさんのス
テージとなりました。子どもたちにおなじみのエビカ
ニクスなどを踊る場面もあり、会場は笑顔でいっぱい
になりました。

安心して暮らせるまちづくりのために
平成 29 年度　協働プロジェクト全体会
　市地域福祉計画・地域福祉活動計画の協働プロジェ
クト全体会が５月 14 日㈰、情報交流館カメリアにて開
催されました。市と市社会福祉協議会、市民が連携し
て取り組む５つの事業について、各プロジェクトのリー
ダーが活動の成果や今後の予定を報告しました。
　回覧板を利用した声かけ運動では、「ひと声かけてお
となりへ」などと書かれた回覧板やステッカーの製作
について発表。今後もつながりあるまちづくりのため
意識の周知に継続して努めていくと話しました。

最後はみんなでのっティ体操をして体を動かしました。

金城大学社会福祉学部教授の内慶端氏が助言者を務めました。

まちの模範になるような正しい運転を
小中学校自転車教室
　５月 11 日㈭から、市内の小中学校にて自転車教室を
順次開催しています。事故防止のため、自転車の正し
い乗り方について白山警察署員、市交通安全協会員な
どが指導。布水中学校では１年生 227 人が参加し、自
転車ルール・マナー検定や、ダミー人形と自動車との
衝突実験などが行われました。
　今年は初の試みとして、ドライブレコーダーで撮影
した自転車運転時の様子を上映。生徒たちは見慣れた
通学路にも、危険な場所が多いことを再確認しました。 事故は油断から。安全確認を頭において走行しましょう。

アークランドサカモト㈱と自治体との災害協定締結は県内初。
行政機関や民間と市との災害協定締結数は、合計43協定になりました。

万が一への備えを
災害時における支援協力に関す
る協定締結式
　５月 18 日㈭、市は「ホームセンター
ムサシ」を経営するアークランドサ
カモト㈱と災害時における支援協力に
関する協定を締結しました。同社は今
後大規模災害が発生した、または発生
するおそれがある場合に、救援物資や
一時的な避難場所の提供などに協力し
ます。坂本雅俊代表取締役社長は「有
事の際にはお店を備蓄倉庫ととらえて
もらい、行政と連携して必要なものを
届けたい。これからも地域の皆さんの
役に立てるお店づくりに努めていきま
す」とあいさつ。粟市長は「大変心強
い。市民の皆さんの安心にもつながり、
うれしく思います」と話しました。
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個人情報保護のため本人・ご家族の希望があったものを掲載しています

※住民基本台帳に記載されている数字です

H29.4.15 ～ H29.5.15 受付分

■４月末現在の人口（　）は前月比
人　口 51,760 人 （＋ 148）
　男 26,192 人 （＋ 69）
　女 25,568 人 （＋ 79）
世帯数 22,922 世帯 （＋ 120）

■４月中の人の動き
　転　入 373 人
　転　出 242 人
　出　生 46 人
　死　亡 29 人

ののいちふれあい通信
8:00～8:30、18:00～18:30

デジタルハイビジョン009ch

ラジオ広報

テレビ広報

声で聴く「広報野々市」
問い合わせ 橋野 千恵子
（☎248-2521）

音訳グループ「カミーリア」が、毎月広報野々市を録音したテー
プを作っています。また、地域ポータルサイト「ののいちタウン
情報局」でも、聞くことができます。目の見えない人だけでなく、
活字が読みにくくなったという人もご利用ください。

えふえむ・エヌ・ワン

金沢ケーブルテレビネット

ホームタウン野々市
月～金／ 6:30～7:00、11:15～11:55、16:00～17:00

FM放送 76.3MHz

古紙配合率100％再生紙を使用しています

ののいちふれあい通信
8:00～8:30、18:00～18:30

デジタルハイビジョン009ch

ラジオ広報

テレビ広報

声で聴く「広報野々市」
問い合わせ 橋野 千恵子
（☎248-2521）

音訳グループ「カミーリア」が、毎月広報野々市を録音したテー
プを作っています。また、地域ポータルサイト「ののいちタウン
情報局」でも、聞くことができます。目の見えない人だけでなく、
活字が読みにくくなったという人もご利用ください。

えふえむ・エヌ・ワン

金沢ケーブルテレビネット

ホームタウン野々市
月～金／ 6:30～7:00、11:15～11:55、16:00～17:00

FM放送 76.3MHz

古紙配合率100％再生紙を使用しています

パソコン、スマートフォンのアプリでも聴けます！
FM-N1ホームページからクリック！
▶http://fmn1.jp/
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町
４

加
藤
大
治
朗
　

粟
田
４

松
本
　
　

恵
　

金
沢
市
）
粟
田
４

水
野
　

壯
志
　

稲
荷
３

岩
崎
　

成
未
　

稲
荷
３
）
稲
荷
３

紺
谷
　

恭
輔
　

小
松
市

中
本
　

桃
未
　

押
野
４
）
押
野
４

古
賀
健
一
郎
　

金
沢
市

丸
山
　
　

綾
　

長
野
県
）
二
日
市
４

津
田
　
　

貢
　

金
沢
市

浅
田
　

響
子
　

金
沢
市
）
押
野
６

齊
藤
　

仁
建
　

富
山
県

北
口
　
　

桂
　

柳
　

町
）
柳
　

町

いち
市内で活躍する人を紹介します。

編
集
後
記

野々市検定回答

　

「
花
か
ら
元
気
を
受
け
取
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
す
の
は
西

淳

甫
さ
ん
。
旧
嵯
峨
御
所
大
覚
寺
、

嵯
峨
天
皇
に
端
を
発
す
る
伝
統

あ
る
『
い
け
ば
な
嵯
峨
御
流
』

で
生
け
花
を
続
け
、
平
成
11
年

に
野
々
市
市
文
化
振
興
賞
、
平

成
26
年
に
石
川
県
文
化
功
労
賞
、

平
成
28
年
に
北
國
芸
術
賞
の
栄

誉
に
輝
い
て
い
ま
す
。
市
役
所

を
訪
れ
る
人
に
笑
顔
に
な
っ
て

も
ら
え
れ
ば
と
、
平
成
17
年
の

市
庁
舎
落
成
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
、
毎
週
欠
か
す
こ
と
な
く
、

門
下
生
と
協
力
し
な
が
ら
、
無

償
で
玄
関
ロ
ビ
ー
に
花
を
生
け

続
け
て
い
ま
す
。

継
続
こ
そ
が
財
産

　

私
は
京
都
の
短
大
進
学
を
機

に
部
活
で
生
け
花
と
お
茶
を
始

め
ま
し
た
。
当
初
、
花
嫁
修
業

と
考
え
て
始
め
た
の
で
す
が
、

60
年
も
続
き
ま
し
た
。
今
の
私

が
あ
る
の
は
華
道
の
お
か
げ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

世
界
を
彩
る

　

ご
縁
が
あ
り
、
多
く
の
留
学

生
へ
生
け
花
を
教
え
る
機
会
に

も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
イ

タ
リ
ア
ミ
ラ
ノ
で
生
け
花
を
披

露
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
華

道
を
通
し
て
日
本
の
伝
統
と
美

意
識
が
世
界
に
伝
わ
れ
ば
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

ち
か
ら
を
合
わ
せ
て

　

市
庁
舎
で
は
、
私
の
ほ
か
に

海
野
由
紀
甫
、
作
田
春
甫
、
田

村
玲
甫
、
田
村
一
美
甫
、
長
井

尚
甫
、
松
田
芳
甫
の
７
人
で
生

け
て
い
ま
す
。
市
庁
舎
を
訪
れ

た
際
に
は
、
季
節
の
花
々
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

プロフィール
名前　にしほ  じゅんほ
誕生日　８月 12 日
出身地　金沢市
野々市に住んで約 40 年
趣味　南画、旅行

西　  淳甫 さん
（菅原町）

今月の
表紙
　『男女共同参画社会』に関する特集
ということで、市内に住む親子を撮
影しました。一言で男女共同参画と
いっても、十人十色の考え方があり、
実現の理想像もそれぞれ異なります
よね。「こうすれば正解、幸せです」
というものがないから難しい。だか
らこそ、この機会に一人ひとりが考
えたり、ほかの人と話し合ったりし
てみませんか。みんなが笑顔でいら
れる、暮らしの形を見つけるために。

●
愛
と
和
の
ひ
と
声
運
動
で
は
、
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
た
く
さ
ん

の
笑
顔
に
出
会
い
ま
し
た
。
元
気
い
っ
ぱ
い
に
あ
い
さ
つ
す

る
子
ど
も
た
ち
の
様
子
は
と
て
も
微
笑
ま
し
く
、
子
ど
も
た

ち
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
と
、
実
に
清
々
し
い
気
分
に
な

り
ま
す
。
元
気
を
受
け
取
っ
て
、
取
材
す
る
足
取
り
も
軽

や
か
に
な
り
ま
し
た
。
38
年
目
を
迎
え
た
こ
の
取
り
組
み
の

歴
史
に
畏
敬
の
念
を
抱
き
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
先
も
、
50
年
、

１
０
０
年
と
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。
笑
顔
輝
く

〝
の
の
い
ち
っ
子
〞
に
明
る
い
野
々
市
の
未
来
を
感
じ
た
朝

で
し
た
。 

 

　
　
　
　
　

 　　
　

  （
Ｋ
・
Ｎ
）

●
先
日
、
粟
田
町
内
運
動
会
で
競
技
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ

た
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
組
み
立
て
の
様
子
を
取
材
し
ま
し
た
。

競
技
に
参
加
し
た
70
人
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
ベ
ッ
ド
を
組

み
立
て
、
無
事
に
完
成
し
た
瞬
間
に
は
み
ん
な
で
手
を
上
げ

て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
運
動
会
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
の
一
部
と
し
て
防
災
を
学
ぶ
こ
と
で
、
時
間
が
経
っ
て

も
忘
れ
に
く
く
、
印
象
に
残
る
体
験
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
す
。
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
競
技
の
写
真
を
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ
い
。 　　
　

  （
Ｔ
・
Ｋ
）

（問題は 10ページ）

【第 1 問】Ｂ　「男は仕事、女は家庭」と決めつける
男女が対等な家族の構成員として互いに協力し、役割を果たし
ながら、仕事や学習、地域活動などができるようにする必要が
あります。

【第 2 問】Ｄ　600
平成 27 年９月 17 日に新庄地内で発生した交通死亡事故以来、
交通死亡事故ゼロを継続。今後も気をつけましょう！

【第 3 問】Ａ　立ち上がる
座りっぱなしの生活をやめることで、健康増進、介護予防を目
指そうという思いから宣言されました。

57

市庁舎を彩る四季折々の花
『いけばな嵯

さ

峨
が

御
ごりゅう

流』の心
こころいき

粋

華名

（吉村  淳子さん）
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平
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29
年
6
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発
行

６月生まれ

次号は７月生まれです。
募集期間　６月14日（水）まで（応募多数は抽選）

お
し
ゃ
べ
り
と

食
べ
る
の
大
好
き
♪

H28.6.26 生まれ

森
もりした
下　結

ゆづき
月 ちゃん

（御経塚１）
父：彰斗さん　母：実佳さん

今
日
の
ご
飯
は

何
か
な
〜
♥

H28.6.13 生まれ

嶋
し ま だ

田　朱
あ か り

里 ちゃん
（新庄２）

父：愛彦さん　母：朱美さん

お
兄
ち
ゃ
ん
達
に

負
け
な
い
ぞ
！

H28.6.25 生まれ

泉
いずみ

　朝
あ さ と

翔 くん
（藤平田1）

父：昇志さん　母：里織さん

い
た
ず
ら
大
好
き
!!

H28.6.18 生まれ

所
ところ

　真
しんぺい

平 くん
（御経塚１）

父：洋平さん　母：真由美さん

お
花
だ
ー
い
す
き
♪

H28.6.25 生まれ

北
きたがわ

川　耕
こ う た

太 くん
（長池）

父：耕一さん　母：裕美さん

ボ
ー
ル
で
遊
ぶ
の

大
好
き
♥

H28.6.17 生まれ

中
なかぐち

口　翔
しょうた

太 くん
（高橋町）

父：幹雄さん　母：早苗さん

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
大

き
く
な
っ
た
よ
◎

H28.6.24 生まれ

太
お お た

田　悠
ゆう

 くん
（下林1）

父：隆宏さん　母：ゆいさん

食
べ
る
の
も
遊
ぶ
の

も
大
好
き
♥

H28.6.15 生まれ

野
の た け

竹　透
とうしろう

士郎 くん
（菅原町）

父：秀和さん　母：絵美さん

お
う
た
と
ダ
ン
ス

だ
〜
い
す
き
♥

H28.6.20 生まれ

長
は せ が わ

谷川　瑛
え り

梨 ちゃん
（本町２）

父：幹公さん　母：友里さん

元
気
い
っ
ぱ
い
！

イ
タ
ズ
ラ
大
好
き
！

H28.6.23 生まれ

二
に そ じ
十二　心

こ あ
綺 くん

（徳用２）
父：真さん　母：早幸希さん

ハ
イ
タ
ー
ッ
チ
★

よ
ろ
し
く
ね
♪

H28.6.19 生まれ

白
し ら い

井　悠
ゆうせい

晴 くん
（粟田4）

父：博教さん　母：亜季奈さん

　発行月に１歳になる市内に住む子どもの写真を募集していま
す。子どもの写真（データ推奨）に❶子どもの氏名・ふりがな 
❷生年月日 ❸性別 ❹住所 ❺両親の氏名・ふりがな ❻日中に
連絡が取れる電話番号 ❼一言コメント（子どもが話す立場で
15文字以内）を添えてメール、郵送または持参で応募してく
ださい。（メールに写真データを添付しての応募を推奨します。
その場合はタイトルを「ののいちっ子応募」としてください。
現像写真を郵送または持参する場合、写真は返却しません）

★抽選結果などについて、発行前の事前連絡はありません。
★ 申し込みにあたり、PDF 版のホームページやマチイロへの
掲載に同意したものとします。
★ メールでの申し込みの場合、メールのデータサイズを３MB
未満にしてください。携帯電話からの応募の場合、写真のサ
イズを最大にしてください。コメントは絵文字を使わずに、
（ハート）、（星）、（音符）、（笑顔）というように代替表記し
てください。
 　〒 921－ 8510　石川県野々市市三納 1丁目 1番地
 野々市市役所　企画振興部　秘書広報課　☎ 227－ 6056
 mail: hisho@city.nonoichi.lg.jp

環境にやさしい植物油インク、有害な
廃液を出さない「水なし印刷」方式、
読みやすい「ユニバーサルデザイン
フォント」を採用しています。




